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〈1〉実務能力にかかわらず 
そうじはできる

　整理・整頓・清掃の活動の面白
いところは，誰にでもできる，と
いうことです。
　会社内には，実務に長けた人と，
そうでない人がいます。全員が実
務に長けているのが理想ですが，
現実は，なかなかそうはなりませ
ん。
　また，野球チームにおいて，全
員がホームランバッターであれば
いいかというと，そうでもなくて，
それぞれに特徴を持った選手がい
てこそ，チームが強くなるのです。
　会社においても，実務上はさほ
ど優秀でない人が，整理・整頓・
清掃をやらせると，意外にも力を
発揮する，ということがあります。
　ある会社では， 1人の営業マン
が，誰に言われたわけでもないの
に，毎朝 1人でトイレそうじをし
ていました。当初そのトイレの便
器には，尿石がびっしりこびりつ
いていて，多くの人はそうじをす
るのを忌避していたのですが，彼
のおかげで尿石がきれいに除去さ
れました。彼のその姿勢は，同僚
から歓迎され，現在は係長になっ
て活躍しています。
　また別の会社では，ある女性社
員が，事務仕事は苦手なのですが，
庭仕事が得意でした。夏場の猛暑

のなかでも，嫌がらずに敷地内の
雑草の処理や，壊れたコンクリ擁
壁の補修などを，喜んで引き受け
てくれていました。同僚にしてみ
れば，「助かる」という気持ちで，
彼女はその会社ではなくてはなら
ない存在になっています。

〈2〉失敗しても実害がない
　整理・整頓・清掃の活動のもう
一つ良いところは，失敗しても実
害がない，ということです。
　実務の上では，失敗すれば，お
客様にご迷惑をおかけしたり，資
金を流出させたりといった，損害
が発生します。
　ところが，例えば，床面の清掃
方法が悪くて，かえって汚れが拡
がってしまったからといって，特
段に害はありません。あるいは，
道具置場のレイアウトを変えては
みたものの，かえって分かりにく

くなってしまったからといって，
それほど大事にはなりません。
　あるIT機器を扱う会社では，
電源ケーブルやLANケーブルな
どのケーブル類が大量にあふれか
えっていて，その収納方法に頭を
悩ましていました。
　ある社員が手を挙げて，ケーブ
ル類の収納に取り組んでくれたの
ですが，悪戦苦闘の連続でした。
当初は段ボール製の収納箱に入れ
ていたのですが，今一つスッキリ
しません。次に，ケーブル類をジ
ップロックに入れて，それを有孔
ボードに付けたフックに吊り下
げ，さらにその有孔ボードをスラ
イド式にして，前後に動かせるよ
うにしました。これはとても良い
アイデアだと思えたのですが，実
際にやってみると，意外に使い勝
手が良くないことが分かりまし
た。最終的には，100円均一ショ
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ップで売っている書類用の透明フ
ァイルボックスにケーブル類を収
納することで，見た目もスッキリ
し，使い勝手も抜群に良くなりま
した。
　こうしたトライ＆エラーは，整
理・整頓・清掃においてはむしろ
歓迎されていて，その過程で培っ
た問題解決力が，実務に生かされ
るのです。

〈3〉個性とアイデアが 
発揮できる

　実務においては，なかなか個性
を発揮できる場は多くありませ
ん。むしろ，下手に個性を発揮す
ると，業務に支障が出て，上司か
ら叱られたりします。
　しかし，整理・整頓・清掃にお
いては，大いに個性を発揮できま
す。
　製造業の小さな会社で，道具の
整理・整頓をしている際に，ある
女性社員が，「せっかくやるなら，
楽しくやろうよ！」と言って，い
ろいろユニークな工夫を始めまし
た。
　ペンチやノコギリなどの工具を
絵合わせで壁掛け式にしたのです
が，その際，単に道具の輪郭を描
くのではなく，金切りばさみはウ
サギ，ペンチは鹿，ノコギリはク
ジラというふうに，それぞれ動物
の絵を描いて，そこに掛ける形に
したのです。とても可愛くて，見

るたびにクスッと笑ってしまいま
す。
　こうした「遊び心」は，彼女が
持つ素晴らしい個性であり，職場
の雰囲気を明るく楽しいものにし
てくれます。
　整理・整頓・清掃の活動によっ
て，より彼女の個性が生かされる
場ができて，それが彼女のやりが
いや会社に対するロイヤリティに
もつながっているのです。

〈4〉自信のない社員が皆を 
引っ張るリーダーに育った事例
　印刷会社F社では，ある時期か
ら全社を挙げて整理・整頓・清掃
に取り組むようになります。
　このときに，全社を統括するリ
ーダーに抜擢されたのが，Kさん
でした。Kさんは，将来有望な若
手として期待されていたのです
が，今一つ自信がなく，伸び悩ん
でいて，社長としても歯がゆい思
いをしていました。

　そんなKさんですが，リーダー
に抜擢されたことを意気に感じた
のか，積極的に整理・整頓・清掃
に取り組みます。
　最初に，会社周辺のゴミ拾いを
しようと言い出したのはKさんで
した。また，橋の橋脚などに書か
れた落書き消しを提案したのもK
さんでした。
　そうしたKさんに引っ張られる
形で，他の社員たちも，どんどん
積極的になっていきました。
　その積極性が，業務においても
発揮されるようになり，徐々に皆
のまとめ役的な存在になっていき
ました。
　現在Kさんは，営業部長になっ
て，皆を引っ張っていってくれて
います。
　この会社の実際の動画を
YouTubeにアップしていますの
で，https://x.gd/INfNRからご覧
ください。
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